平成２１年１２月９日

当座勘定取引先　御中

日本銀行
「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における

現金受払用）」の一部改正について

今般、日本銀行では、本店の当座勘定取引先が、小切手によらず日本銀行金融ネットワークシステムを利用して当座勘定の払戻を請求のうえ、日本橋本店営業所において現金の払戻を受け得ることとし、これを平成２２年１月１８日に開始することとしたことから、「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における現金受払用）」の一部を別紙のとおり改正し、同日から実施することとしましたので通知します。

具体的な改正内容につきましては、日本銀行ホームページの｢日本銀行関連サイト｣－「業務上の事務連絡」－｢現金受払事務等関連｣－「What’s New」(http://www5.boj.or.jp /hakken/hakken.htm)に掲載していますのでご覧ください。また、改正後の「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における現金受払用）」につきましては、上記実施日に掲載します。

なお、本件に伴う支店の当座勘定取引先の当座勘定取引事務への影響はありません。

以　　上

別　紙
「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における現金受払用）」中

一部改正

○　１．（１）ハ．を横線のとおり改める。
ハ．授受責任者　　取引先の現金の授受の責任者をいいます。ただし、オンライン払戻請求による当座勘定からの払戻においては受領権限者をいいます。
○　１．（１）ハ．の次に次のハ．の２を加える。
ハ．の２　受領権限者ＩＤ　　「大口受払ブース入室者の顔写真」（書式第１号）における受領権限者の登録番号の上桁に０を追加して６桁にした番号をいいます。
○　３．（４）イ．を横線のとおり改める。

イ．取引先は、現金の払出に当たっては、午後３時までに、必要な人員および車両を勘定店に到達させるとともに、当座小切手（ただし、オンライン払戻請求による場合は当座勘定払戻確認情報記入票）および支払金内訳を勘定店の所定の窓口に提出し、番号札を受領してください。
支払金内訳の記入に当たっては、以下の事項に留意してください。
・　当座小切手（または当座勘定払戻確認情報記入票）１枚につき支払金内訳は１枚としてください。
・
・
・
・
○　３．（４）ハ．を横線のとおり改める。

ハ．現金の受領に当たっては、勘定店の担当職員に対して番号札を提出し、受領金額をご連絡ください。ただし、オンライン払戻請求による当座勘定からの払戻に伴う現金の受領に際しては、勘定店の担当職員が、当座勘定払戻確認情報記入票に記載された受領権限者ＩＤに対応する職員にかかる顔写真の確認を終了した後に、番号札を提出してください。
○３．（４）ニ．を横線のとおり改める。

ニ．受領した現金については、必ず当座小切手（または当座勘定払戻確認情報記入票）および支払金内訳に記載された金額と相違ないことを適宜の方法により確認したうえ、勘定店の担当職員に対して受領した旨をご連絡ください。

略（不変）

















